
 

 
  

 
 

 
 
 
 

  年金の遡及支給 

Ｑ：年金問題が社会問題になっていますが、

間違いが発覚して、差額分の支給を受けた場

合は、税務上どのように取り扱われるのです

か？  

 

Ａ：５年を超える分は非課税、５年以内の

訂正分は雑所得となります。 

【解説】 

大もめにもめた年金問題が、年金時効特例

法でひとまずの決着を見ましたが、今後の推

移を見守っていかなければなりません。 

ところで、この年金時効特例法は、年金計

算に誤りがあった分については、時効になっ

た分についても遡って支給されるという内容

のものですが、遡って受け取った年金につい

ては、税務上、次のように取り扱われます。 

①  ５年より前の分 

国税の徴収権が５年で消滅することから、

５年を超えて遡り支給されるものについ

ては非課税となります。 

②  ５年までの分 

５年までの訂正分については、本来の支給

日の属する年の雑所得となり、源泉徴収が

行われます。 

③  年金受取者が死亡している場合 

年金受取者が既に死亡していて、その遺族

が訂正分を受け取る場合は、５年より前の

分は非課税、５年までの分については、そ

の支給を受けた者の受けた年分の一時所

得になるとされています。 
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